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画像診断特集の第三段は「急性腹症」をメインに
扱いました。まずは大幅な制作遅延があり，執筆
者，編者の皆様，楽しみにしてくださっていた読
者の皆様には大変申し訳ございませんでした。か
なりのボリュームになりましたが，何度でも読み
込んでいただける，今回も保存版の内容に仕上が
ったと思います。編集部での作業は，文章や構成
の調整から，誌面の見せ方にかかわるあらゆるこ
とが対象になりますが，豊富な画像はもとより，
そこから何を読みとるか，それぞれの語りが今回
も醍醐味と感じます。編集においても，多様な語
り口を邪魔しないように，さまざまに楽しんでい
ただきたいと思いました。さらに，冒頭の「画像
診断のより良い実践に向けて」は，一歩引いて全
体を束ねる重要なコンセプトと感じられました。
本特集がこの領域での理想的なコラボを模索する
一助となればと思います。今後，画像診断を扱っ
た JHN セミナーも企画されています。どうぞご
期待ください。
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入院患者の精神科的問題への対処は，多くのホスピタリストが悩ん
でいるところだと思われます。「妄想があったり，不安になったりして
いる患者」「さまざまな理由から精神科にかかりづらい患者」の診療や
「薬物治療にかかわる副作用，これから行う内科治療との相互作用」
など，知っておくべきことは多岐にわたります。
また「精神疾患が原因の救急来院」「セルフケアの欠如による内科
疾患の増悪」はよくみられ，「急性期の入院管理を要するアルコール
や薬物の中毒症状」「急性精神病状態」への対応も，救急医のみなら
ずホスピタリストに必須の知識と思われます。診断，治療に加えて，
法律／社会的な制度などは困惑する場合も多く，どこで患者をケアす
るか，転院までの対処をどうするかといった問題も出てきています。
このほか，不安障害，強迫性障害，統合失調症，身体表現性障害，

うつ病などは外来管理が中心となるとは思いますが，しばしば専門
内科で診断がつかずに総合内科に回ってくることがあります。確実
な知識があれば自信をもった診断と精神科紹介が可能となり，患者
にとっても有益と思われます。
本特集ではホスピタリストの皆さんに知っておいていただきたい精
神科の知識を整理し，問題を言語化して対処していけるようなヒント
を提示できればと思います。

第1章 せん妄

第2章 アルコール依存症・離脱

第3章 薬物乱用

［コラム］ その他の依存症

［コラム］ 急性精神病疾患

第4章 気分障害

第5章 うつ病

［コラム］ 精神病疾患と混同されやすい
疾患の鑑別疾患

第6章 精神科で使用する薬の副作用

［コラム］ 精神科で使用する薬剤と心電
図のQTc延長

［コラム］ 非定型抗精神病薬のoff︲
label use

第7章 人格障害

［コラム］ 患者対応が困難な状況

第8章 発達障害（成人）

第9章 統合失調症

第10章 不安障害，強迫症関連症

第11章 身体症状症

［コラム］ PNES（心因性非てんかん発
作）

第12章 摂食障害

第13章 入院患者の不眠や入眠困難

［コラム］ 日本における精神疾患と法律
の知識

［コラム］ 患者の判断能力をどう評価す
る？

※誌面の都合により，内容が変わることがあります。
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